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3 産 技 第 04260002 号

令 和 ４ 年 ９ 月 ９ 日

令和３年度電源立地地域対策交付金事業評価報告書

　令和3年5月28日付け20210430近畿第50号をもって交付の決定（令和4年2月17日付け20220210近畿第25号をもっ
て変更承認）の通知を受けた電源立地地域対策交付金にかかる交付金事業の成果の評価について電源立地地域
対策交付金交付規則第２２条第３項の規定により別紙のとおり報告します。

（注） （１） 別紙は次の事業評価総括表及び事業評価個表の様式によること。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

5,157,900 5,157,9001
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

おくとろ公園照明改修事業 北山村 5,157,900



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

おくとろ公園照明改修事業

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

「北山村過疎計画」　２　産業の振興　（２）その他の対策　・観光　より抜粋

平成２７年９月に国道１６９号おくとろⅡ期が開通し、田辺・白浜方面からの時間が約２０分短縮された。こ
れにより昭和５４年から実施している「観光筏下り」、北山川ラフティング、おくとろ公園、温泉休養施設等
大幅な利用客増加が見込まれるなか、観光旅行の志向の変化や観光客のニーズの多様に対応すべく
老朽化した施設等を逐次再整備していく事で利用促進を図り、更なる多様な観光ニーズに対応する観光
立村政策を推し進めることを目標とする。

事業開始年度 令和３年度 事業終了年度 令和４年度（繰越）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 北山村

交付金事業実施場所 北山村下尾井（おくとろ公園内）

交付金事業の概要

照明改修工事：おくとろ公園内の街路灯改修工事
高街路灯：７基　　低街路灯：４基
現在、おくとろ公園は「道の駅おくとろ」として、温泉施設やキャンプ場も併設している当村の
観光拠点として中心的な位置づけであります。しかしながら、竣工以来３０年ほど経過しており
街路灯が経年劣化により照明の不点灯やタイマーの不具合等が生じております。今回改修予定区
間は公園内を通る村道でもあり、今後の車両通行及び公園利用歩行者の安全のみならず、防犯上
の観点もあり、また、照明も水銀灯からＬＥＤ照明に更新し経費削減への期待が持たれるため、
今回の改修を行うものです。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和４年度

夜間における公園利用
者の安心・安全利用及
び防犯対策。

達成度 %

評価年度の設定理由

随時事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

成果実績 回

目標値 回



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の定性的な成果及び評価
公園内に照明器具が老朽化のため点灯しない等の不具合が生じていますが、キャンプ場等公園利用者が夜間に
温泉施設までの移動に使う区間であるため、ルートの照明器具の改修を行うことで、安全性及び防犯性の向上を
図ります。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ４年度

達成度 % 100

おくとろ公園照明改修
高街路灯７基　低街路灯４基

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の総事業費等 令和３年度 令和４年度（繰越） 年度 備考

総事業費 0 5,157,900 0

交付金充当額 0 5,157,900

照明改修工事 指名競争入札 勝山電気工業㈱　新宮市 5,157,900

0 5,157,900

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

計 5,157,900

交付金事業の担当課室 観光課

交付金事業の評価課室 観光課


